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研究成果の概要（和文）：　バウハウスの導入教育ルーツは、J・イッテンが学んだシュトゥットガルト・ヘル
ツェル学派の改革的精神にあった。そこで同経緯と基本的骨格について研究された。他方、繊維工芸中等学校改
革実践の研究を通して、もう一つのルーツが発見された。イッテンが繊維工芸教育に取り入れた導入教育(学)
は、1920-30年代の実験学校教授学と実験学校の探求教授学を巧みに活用したものであった。
　約一世紀生命を持ち続けたバウハウス教育学の基本骨格は、①ヘルツェル学派の洗礼を受けたJ・イッテンの
芸術学校改革実践として、②ベルン師範学校出身教授イッテンの1930年代の繊維工芸教育改革実践の一環として
実現されたものであった。

研究成果の概要（英文）：  In 2014, with the help of my friend specialists in Japan, we could publish
 our book titled “ Reformation of Art Academy in the USA and Germany after or during World War
II.”. It brought us our deep understandings about how various art professors had contributed to the
 realization of reformative art schools in Germany and the USA during and after the Second World 
War. 
  This time, with the help of my research members this time, it became possible for us to realize 
our research about the underground academic streams which flew from the Academy of Stuttgart to 
reformative art schools in Germany during and after World War II. For about 8(4+4) years, I have 
engaged in our new research, “Reformative Streams in the Academy of Stuttgart in the 20th. Century 
and Impacts of the pedagogical Ideas upon the German Art Schools--Hoelzel School in Stuttgart, 
Bauhaus and Johannes Itten--”. 

研究分野： 社会科学（教育学）

キーワード： J・イッテン　1920-30年代の実験学校教育学　芸術アカデミー改革　シュトゥットガルト芸術アカデミ
ー　ヘルツェル学派　発想法教育学の成立
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　改革芸術学校バウハウスの教育は、デザイン教育、工芸・建築分野の導入教育として、米国、ヨーロッパ諸
国、日本、北欧諸国等における芸術大学改革に先駆的な役割を果たした。しかしわが国のバウハウス研究は、バ
ウハウスの導入教育(学)の形成経緯、並びに同教育の自己探求的基礎付けという、同校教育の根幹解明の課題を
積み残してきた。
　本研究では、わが国の研究者が入りこめなかったシュトゥットガルト・アカデミーの改革的伝統との接点でイ
ッテンの造形教育実践を視野に入れ、同時にそのイッテンによって1920-30年代の実験学校教授学遺産が水面下
でどのように発見・受容・活用されたのか、解明を試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



 
 
 

１．研究開始当初の背景 

 わが国のバウハウス研究は既に９０年の歴史を有し、研究上の厚みを獲得してきたが、同時

に改革芸術学校バウハウスの導入教育(学)の形成経緯の解明という、同校根幹に関わる研究課

題を積み残してきた。導入教育(学)は、同校の教育上の一領域ではあるが、同校が改革学校と

して成功を収めることになる重要な要石であり、それは外部の世界から供給された。これ迄、J・

イッテンの貢献や、シュトゥットガルト芸術アカデミー教授、アドルフ・ヘルツェルの貢献等

が断片的情報としては知られてきた。しかし、イッテンが育てられた同アカデミー、ヘルツェ

ル学派の伝統にわが国の研究が入りこめなかったこともあり、バウハウス教育学、とりわけそ

の導入教育(学)と発想法教育学の形成経緯は、今日に至るまで未解明であった。 

２．研究の目的 

(1)他方ドイツ語圏では、改革芸術学校バウハウスと諸外国におけるバウハウス後継学校につい

ての研究や、戦後ドイツ語圏芸術大学改革の研究に加え、2000 年代以降ヘルツェル学派の研究

が進展した結果、バウハウス教育学のルーツが明らかとなってきた。 

バウハウスが取り入れた導入教育(学)は、基本的に、体験的教育学を基底とした探求教育学で

あり、更には発想法教育学であり、重層的に構成されたこの現代教育学的輪郭こそ「 バウハウ

ス教育学」であった。同輪郭の根幹こそ、ヘルツェル学派の弟子ヨハネス・イッテンを介して

西南ドイツ、シュトゥットガルトからバウハウスにもたらされたものであり、今日に至るまで

みずみずしい生命を持ち続けてきたバウハウス教育学の基本骨格であった。そこに同教育学が

有していたエネルギーと、現代的ポテンシャリティーを見ることができる。 

(2)そこで本研究では、わが国研究者が入りこめなかったシュトゥットガルト・アカデミーの改

革的伝統との接点で、バウハウス教育学とバウハウスにおける導入教育学・発想法教育学がい

かに成立したか、解明された。 

３．研究の方法 

(1)本研究の計画・方法は海外・国内調査・研究と文献に基づいた分析・研究の二点で構成

される。 

本研究では研究目的を達成する為に次のモティーフを取り上げる。①ヘルツェル学派にお

ける改革的伝統とイッテンによるバウハウス教育学の形成・展開過程(担当：鈴木幹雄(文

献研究)、阿部 守(構成教育領域における実践的分析・考証))、②バウハウス、クレーフェ

ルト工芸学校におけるイッテンの教育実践と導入教育(学)からバウハウス教育学への展開

(同上： 鈴木)、③戦後改革的芸術大学にみる導入教育(学)受容と発想法教育学の波及効果

(ニュー・バウハウス、シュトゥットガルト芸術大学)( 同上: 鈴木)、④戦後改革的芸術大

学にみる導入教育(学)受容と発想法教育学の波及効果、東京教育大学構成教育教室)( 同

上: 阿部 守)。 

(2)研究アプローチ： 本共同研究の当該モティーフの研究には、文献研究・芸術教育学の

立場から鈴木幹雄が、バウハウスの導入教育学と発想法教育学についての現代的・実践論

的芸術教育学の立場からは阿部 守があたることとした。①、②、③担当： 鈴木(研究歴：

戦後改革芸術学校におけるバウハウスの波及効果(事例：バウハウス第一世代、同第二世代)

／戦後ドイツ、並びに戦中・戦後米国における芸術アカデミー改革とバウハウス教育学の

影響についての研究／ヘルツェル学派のアカデミー改革コンセプト)、④：阿部 守(研究

歴：立体造形論／構成教育学の研究／バウハウス教育学と現代構成教育学への影響につい

ての研究、並びに東京教育大学構成教育教室))。       



４．研究成果 

(1)改革芸術学校バウハウスの教育は、デザイン教育、工芸・建築分野の導入教育として、

米国、ヨーロッパ諸国、日本、北欧諸国等における芸術大学改革に先駆的な役割を果たし

た。しかしわが国のバウハウス研究は、バウハウスの導入教育(学)の形成経緯、並びに同

教育の自己探求的基礎付けという、同校教育の根幹解明の課題を積み残してきた。 

同校導入教育の重要ルーツは、シュトゥットガルト芸術アカデミー、ヘルツェル学派の改

革的精神と伝統にあった。そこで本共同科研助成の研究では、その経緯と基本的骨格につ

いて研究がなされた。 

更に、クレーフェルト繊維工芸中等学校改革実践の研究を通して、もう一つのルーツの糸

口が発見された。K・テーニセンの同改革研究を主文献とした 2010 年代の我々の共同研究

によれば、イッテンが繊維工芸教育に取り入れた導入教育(学)のアプローチは、現代用語

を用いれば、基本的に 1920-30 年代の実験学校教授学、並びに実験学校の探求教授学を巧

みに活用したものであった。重層的に構成されたこの現代探求的教授学の輪郭こそ「バウ

ハウス教育学」を支えた「造形発想教育学」の中心骨格であった。 

(2)約 100 年間みずみずしい生命を持ち続けてきたバウハウス教育学の基本骨格と、同教育

学が有していた潜在的可能性は、①ヘルツェル学派の洗礼を受けた J・イッテンの芸術学

校改革実践として、②ベルン師範学校出身教授イッテンの 1930 年代の繊維工芸教育改革実

践の一環として実現されたものであった。 

(3)本申請研究では、わが国の研究者が入りこめなかったシュトゥットガルト・アカデミーの

改革的伝統との接点でイッテンの造形教育実践を視野に入れ、同時にそのイッテンによって

1920-30 年代の実験学校教授学遺産が水面下でどのように発見・受容・活用されたのか、更に

その遺産は戦後の自己探求的芸術教育学としていかに確立されたか、を解明しようと試みた。
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